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◎脊椎動物 、昆虫類 そ

・調査全体 で、哺乳類3
・事業 実施 区域内にお I
区域 内において22 日2

・洞窟性生物 につ いて‡
・サ シバ ・アカハ ラダカ
・事業 実施 区域内の ゴ／
箇所 で難 が確 羅され 、

・海浜部 シギ・チ ドリ類
◎動物 の重 要な種 の分

・調査全体 で確認 され 溌
科1種 であ った。

・事業 実施 区域内での
た。

◎注 目すべ き生息地 の

・注 目すべ き生息地 の

の他 主な陸上動物 に係 る動物相 の状況
目6科6種 、両生類 1日4科9種、爬虫類2 日8科 18種 、鳥類 13 日35科110種、
ナる確羅は哺乳類 2 日5科5種 、両生類 1 日4科9種、爬虫類2 日8科 16種、鳥
09科913種、航空障害灯予定地 （改変部） で19 日155科451種、VOR／D肥 予
ま、5洞窟 で合計8綱29 日60科72種 が確落 され 、この うち事業実施 区域 内
等渡 り調 査では、両種 ともに水岳 やカタフ タ山周辺 をね ぐ らとして利用

レフ場内において、 リュウキ ュウキジバ トの生息個体が29個体及 びつが
これ以外 の 1 箇所で は成鳥が抱卵 してい るのが確 認 された。

繁殖調査 では事業 実施 区域周辺の海浜 部において シロチ ドリ、 コアジサ
布 、生息の状況及び生息環境の状況

こ重 要な種は、23 目53科80種で あった。内訳 は、哺乳類 1日4科4種 、両生

確 認け20 日42科58種であ り、内訳 は哺乳類 1日4科4種 、両生類1 日1科2種、

分布並びに当該生息地が注 目され る理 由で ある動物 の種 の生息の状況及び
分布 は、確常 されなか った。

昆虫類 は23 日242科1，127種 、オカヤ ドカ リ類 1日5科 13種 、陸
類10日30科86種、 オカヤ ドカ リ類1 日5科11種 、陸産貝類4 日1
定地改変部分 で14 日47科85種 が確落 され た。

の3洞窟では7綱16 日29科32種が確 落 された。
す る個体 が多 く確 落 され た。

いが 3 箇所が権藤 され、 また、ズ グロ ミゾゴイ については 6

シ、エ リグロアジサシ、タ ロサ ギの繁殖 が確 認され た。

類1日1科2種 、爬 虫類2 日3科4種 、鳥類9 日20科30種、昆虫類 さ

爬虫類2日3科3種、鳥類7 日13科20種 、昆 虫類 は5 日12科13

●生息環境 の状況

産貝類4 日20科35種、 クモ類 1 日27科
9科32種 、クモ類1日26科87種で あっ

個体 の生息 が確落 され 、林 内にお V

ま6 日16科 21種、オカヤ ドカ リ類 1日

種 、オ カヤ ドカ リ類 1 日3科7種、陸産

94種で あった。
た。 また、昆 虫類 につ いては、事業実施

てヽ巣 が 7 箇所 で確 認 され 、この うちの 1

3科9種 、陸産貝類2 日5科9種 、クモ類1 日1

貝類 2 日5科8種 、 クモ類1 日1科1種 であ っ
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・航垂障専灯設置工事

に当た っては、ス●ク◆

ロミソ●コ◆イ及びリュウキュウツ
ミの繁 殖期 を避 け て
工事 を実施す る。

○造成等の施工に よる一時的な影響

・改変区域外のみで確認 された22種 につい ては、造成 工事に よる生息
個体の消失はない もの と予測 され る。

・改変区域内で確落 された49種の うち、20種 につ いては飛翔能力 が高
く、移動能力が大 きい こと、段階的 に造成 を行 ない改変区域周辺 に
は移動可能な二次林や草地 が残存す るこ とな どか ら、造成工事 によ
る生息個体の消失はない もの と予測 され る。

・改変区域内で確認 された49種の うち、27種 は地上排相 性あ るい は水
生（ゲンゴロウ類や トンボ類 の幼 虫な ど）であ り、移動 能力が小 さい
ことか ら、造成工事 によ り改変区域内 の生息個体 が消失す ることが
予測 される。

・生息個体が消失する ことが予測 され る27種 の うち、改変区域内 の生
息個体が消失する ことに より事業実施 区域周辺 の個体群 が存続で き
ないおそれがある と考え られる種は爬 虫類2種（セ マル ハ コガ メ、サ
キシマ アオヘ ビ）、昆虫類 4種 （ヤエ ヤマ クビナガハ ンミ ョウ、 コガ
タノゲ ンゴロウ、ヤエヤ マ ミツギ リゾウムシ、ナガ オオズ ア リ）、
陸産貝類5種 （ヤエヤマアップ タガイ、ヤエヤマ ヒラセ アップタガイ、
ホ ラアナ ゴマオカチ グサ ガイ 、 ノミガイ 、 ヨワノミギセル ）の11種
で あると予測 され る。

・リュウキュ ウツ ミ及びズ グロミゾゴイ は、成 鳥の移 動能力は高 いた
め個体の消失はない と考え られ る。 しか し、卵及 び幼 鳥は移動能力
が低いかほ とん どないため、改変 区域 内の営巣場所 において は個体
の消失が予測 される。ただ し、航空障害灯予 定地 の営巣地 につ いて
は、環境保全配慮を講ず ることか ら、個体 の消失 はない もの と予測
される。

○建設機械の稼働

・それぞれの種の営巣箇所にお ける、建設機械 の稼働 に伴い尭 生する
騒音 を予測 した結果、ズグ ロミゾゴイの改変 区域内 の営巣 箇所で は、
工事期間 と繁殖時期が重な った場合、繁殖 率が低下す るか 、繁殖 が
行われないおそれが あるもの と予測 され る。改変 区域外 について は、
建設作業騒音に よる生息環境の変化 は′トさく、周辺に水岳 、カタフ
タ山な どの まとま った樹林地が残存 してお り、利用可能 な環 境は残
され ることか ら、生息状況の変化 は極 めて小 さいもの と考 えられ る。

◎環境影響 の回避 ・低減の検討
工事の実施 に当たっては、重要な種の生息状況に及ぼ

す環境影響は、以下に示す とお り、事業者に より実行可
能な範囲内でで きる限 り回避 され、又 は低減 され てお り、
環境の保全についての配慮が適正にな されてい ると評価
した。

○造成等の施工に よる一時的な影響

・重要な種の移 動
改変区域において確認 された重要な種の うち、地上排

相性で移動能力が小 さく、改変区域内の生息個体が消失
す ることに より事業実施区域周辺の個体群の存続 に影響
がある と考え られ る重要な種 11種 の うちの 9 種及び、天
然記念物である 4 種については、事業実施区域周辺 の適
地へ 自力移動を促すか描獲移 動を行 うことに よ り個体 の
生息は確保 され ると考え られ、重要な種の生息状況 に及
ぼす環境影響の程度は低減 されてい る。ただ し、 コガ タ
ノゲ ンゴロウについては適切な移動地が事業実施 区域周
辺 にない ことか ら、生息環境を創出 し、そ こへ移動 を行
うことに より、損なわれ る環境の有す る価値 は代償 され
るもの と判断 され る。また、ホ ラアナ ゴマオ カチ グサ ガ
イ については遺伝的な壊乱 を生 じるおそれ があ り移動 は
行わない ことか ら、残存す る生息環境で あるA 及び D 洞
窟 の周辺環境の保全に努め ることとす る。

・進入防止柵の設置
後年次の改変 区域に生息す る重要な種 の生息個体 と、

自力移動及び掃獲移動を行った生息個体 の改変 区域 内へ

の再進入を防止す るため、改変 区域の境界 に進入防止柵
を設置 し、生息個体の保護 を図 ることによ り、改変年 次
まで現状のま ま生息可能 とな ることか ら、重 要な種 の生
息状況に及ぼす環境影響の程度は低減 され ている。

・工事期間の調整等
空港施設予定地 内で繁殖が確認 され たズグ ロミゾゴイ

については、営巣箇所周辺 を避 けて工事 を行 うな どの環
境保全措置 を詩ず ることによ り、個体 の生息は確保 され

ると考 えられ 、重要な種の生息状況 に及 ぼす 環境影響 の
程度は低減 され てい る。

ズグロ ミゾゴイ及び リュウキュクツ ミの航 空障害灯予
定地の営巣地 につ いて は、事業 の計画検 討に当た り諌 じ
た環境保全配慮 によ り、重要 な種 の生息状 況に及ぼす環
境影響 は回避 され ている。

○建設機械 の稼働
環境保全措 置 （建設機械 の騒音 低減等の配慮） を講ず

る ことによ り、ズグ ロミゾゴイ の営巣地点におけ る建設
作業騒音 レベ ルは低 下す るもの と考え られ、重要な種の
生息状況 に及 ぼす環境影響 の程 度は低減 されてい る。

○造成 等の施工に よる一時 的な影
響

・14種 について、工事着工 前に改
変 区域内 の踏査 を行い 、改変区
域外 への 自力移動 を促す か、捕
獲移 動 を行 う。移動地 は事業 実
施 区域内、 ゴル フ場残地 内及 び
事業 実施 区域近傍の公有 地内 と
す る。移動 は造成工事 の工事年
次を考慮 して行 う。 また、周辺
に適地が存在 しない場合 は、新
たに生息環境 を創 出し、そ こへ
移 動 を行 う。

・後年次 の改変 区域 に生 息す る重
要な種 の生息個体及び移 動 を行

った生息個体 の、改変 区域内へ
の進入 を防止す るため、改変 区
域 の境 界 に進 入 防止 柵 を設 置
し、生息個体 の保護 を図 る。

・空港施設予定地 内で繁 殖が確認
されたズ グ ロミゾゴイについ て
は、工事 直前に踏査 を行い営巣
が確認 された場 合、繁殖 が終 了
す るまでは、営巣 箇所周辺 を避
けて工事 を行 うこ ととす る。

○建設機械 の稼働
工 事直前に踏査 を行い 、60dB

を超 え ると予測 された地点 及び
そ の近傍な どにおいて実 際に営
巣 が確認 された際に は、工事中
は繁 殖状況の調査 を行 い、状況
に応 じて営巣箇所近傍 にお ける
建 設機械 の稼働台数 の調 整 を行
うな ど、騒音低減等 の配慮 を行
う。

環境保全措 置の効果に係 る知見が不
十分 であるこ とか ら、以下に示す事後
調査 を行 う。

○調査項 目

・移動後 の重 要な種の生 息状況
○調査地 点

・移動地及 びその周辺
○調査時期等

・工事直前 か ら工事の実施及び飛行場 の
施設 の供用 後 3 ～ 5 年間程度

・移 動後 1 年 目は年 4 回 とし、そ の後状
況 に応 じて見直 し、最低年に 2 回

○調査方法

・移動地及 びその周辺において踏査及び
目視調査 、任意採集、 トラップ採集 な
どを行 い、出現状況及び確認地点 を記
録

○調 査項 目

・造 成工事箇所か らの距離 と繁殖状況 の
把握

○調 査地点

・改 変区域内のスすク●ロミリ○コ○イの営巣地
○調 査時期等

・工事直前か ら工事 の実施時
・繁 殖期間 （4 ～ 6 月）
○調 査方法

・ 空港施 設予定地 内 におい て工事前 に
踏査 を行い 、繁殖 が確 認され た場合、

工事 中の繁殖状況 や行 動な どについ て
目視調査 を行 う

○調査項 目

・建設作業騒音 の測定 と繁殖状況の把握
○調査地点

・60dB を超過 する と予測 された箇所周 辺
のス●ク寸ロミソすコ寸イの営巣地

○調査 時期等

・工事直前 か ら工事 の実施時
・繁殖期 間 （4 ん 6 月）
○調 査方法

・空 港施設予定地 内にお いて 工事 前に踏
査 を行い、繁殖 が確 認され た場 合、工
事 中の繁殖状況や行動 などについて 目
祝 詞査 を行い 、同時に騒音 レベ ル を測
定す る。調査結果 に応 じて建設機械 の
台数調整 などを行 う


